
科研費獲得までのプロセス
―申請書ブラッシュアップの事例検討―

令和5年度愛媛大学教育学部教育学部 科研費申請説明会（科研費獲得セミナー）8月１日（火）１７時～１８時１０分

愛媛大学教育学部 井上昌善
PC：inoue.ｍasayoshi.xk@ehime-u.ac.jp



発表内容

１．科研費採択の現状

２．申請書のブラッシュアップ（修正・改善）をどのように行ったのか！？

３．科研費獲得のためのポイントとは！？



１．科研費採択の現状

①井上昌善（研究分担者）日本学術振興会科学研究費基盤研究(B)，（研究代表者：桑原敏典）東アジア的文

脈をふまえたグローバル市民教育の教員研修プログラム日中韓共同開発研究，2023-2027年度，14,100,000

円

②井上昌善（研究分担者）日本学術振興会科学研究費基盤研究(C)，（研究代表者：竹下浩子）家庭科教育で

の概念型カリキュラム開発を目指した教師教育プログラムの構築，2022-2024年度，2,730,000円

③井上昌善（研究代表者）日本学術振興会科学研究費若手研究，中学校社会科における自己調整力を中核

とした評価方法の開発に関する実証的研究，2021-2024年度，4,330,000円

④井上昌善（研究分担者）日本学術振興会科学研究費基盤研究(B)，（研究代表者：松村暢彦）レバレッジ・ポ

イントを中心とした復興まちづくりの実践と評価に関する研究，2020-2023年度，13,260,000円

⑤井上昌善（研究分担者）日本学術振興会科学研究費基盤研究(B)，（研究代表者：桑原敏典）グローカルなシ

ティズンシップを核とする主権者教育による学校改革研究,2019年‐2023年度, 17,030,000円

⑥井上昌善（研究分担者）日本学術振興会科学研究費挑戦的研究（萌芽），（研究代表者：桑原敏典）主権者

育成を視点とした学校改革の推進―中高一貫カリキュラムの作成を通して―, 2017‐2023年度,6,240,000円 



２．申請書のブラッシュアップ（修正・改善）をどのように行ったのか！？
ー若手研究の場合－

①現状の分析
②研究費申請アドバイザー制度の利用



①現状の分析
【2019年度の申請書の「概要」】
研究課題：中学校社会科における主体的に学習に取り組む態度を中核とする学習評価モデルの構築

本研究の目的は、中学校社会科において、新学習指導要領から新たに評価の観点となる「主

体的に学習に取り組む態度」に着目した学習評価モデルを構築することである。そのために、

主に形成的評価に関する方法やその有効性を定性的調査研究の手法に基づいて解明する。本

研究により、現代社会の諸課題について議論する授業の評価を行う際に、授業者は子どもの

学習プロセスのどのような点に着目して評価を行い、その結果をどのようにフィードバック

すべきかを解明することができる。経済成長と社会的課題解決の両立が求められる現代社会

において、社会科教育には、社会的課題解決のために必要な資質・能力の育成を目指す「主

体的・対話的で深い学び」を意図した授業開発・評価・改善が求められている。本研究は、資

質・能力育成につながる新たな評価方法を提案でき、新学習指導要領で求められる中学校社

会科授業の「指導と評価の一体化」に関わる喫緊の課題克服の一助になる。 

【評価ポイント】
〇研究課題の学術的重要性
〇研究方法の妥当性
〇研究遂行能力及び研究環境の適切性
→結果は「不採択」（＾＾；；



①現状の分析

【特に検討する必要がある内容】
①研究課題の学術的独自性や創造性
②研究経費に関して計画との整合性



【不採択だった2019年度の研究課題】

中学校社会科における主体的に学習に取り組む態度を中核とする学習
評価モデルの構築

【採択された２０２０年度の研究課題】

中学校社会科における自己調整力を中核とした評価方法の開発に関す
る実証的研究

研究課題の学術的独自性や創造性
→トレンドとなっているキーワードふまえた
研究課題の検討



【Ａｆｔｅｒ：採択された申請書の「概要」】【Before：不採択だった申請書の「概要」】

本研究の目的は、中学校社会科において、新学習指導要領から新たに評価の観点となる「主

体的に学習に取り組む態度」に着目した学習評価モデルを構築することである。そのために、

主に形成的評価に関する方法やその有効性を定性的調査研究の手法に基づいて解明する。本

研究により、現代社会の諸課題について議論する授業の評価を行う際に、授業者は子どもの

学習プロセスのどのような点に着目して評価を行い、その結果をどのようにフィードバック

すべきかを解明することができる。経済成長と社会的課題解決の両立が求められる現代社会

において、社会科教育には、社会的課題解決のために必要な資質・能力の育成を目指す「主

体的・対話的で深い学び」を意図した授業開発・評価・改善が求められている。本研究は、資

質・能力育成につながる新たな評価方法を提案でき、新学習指導要領で求められる中学校社

会科授業の「指導と評価の一体化」に関わる喫緊の課題克服の一助になる。 

本研究の目的は、中学校社会科において子ども自らが学習改善を行うために必要な自己調

整力を中核とする学習評価モデルを開発することである。そのために、子ども自身が自己の

学びを振り返ることができる評価方法を開発、実践する。そのうえで、開発した評価方法の

有効性を、学習評価結果及びその結果を受けて行っている授業者のフィードバックの関係性

に着目して実証的に検証する。これにより、従来までの知識偏重型の学習評価を問い直し、

資質・能力の育成のための新たな学習評価の方法を提案することができる。Society5.0時代に

おいて、社会科教育には、社会的課題解決のために必要な資質・能力の育成を目指す授業開

発・評価・改善が求められている。したがって、本研究は、中学校社会科授業の「指導と評

価の一体化」を充実させることを通して、学習への主体性の育成という学校現場における喫

緊の課題克服の一助になる。 

 
・研究課題の学術的独自性や創造性
→中学校社会科における自己調整力を中核とする評価研究
・研究方法に関する説明
→評価方法の開発、有効性の検証



②研究費申請アドバイザー制度の利用
アドバイザーにいただいたアドバイス

・先生の研究計画の売りとして自己調整能力（自己調整力）の評価方法の開発と推測
します。そうとした場合、自己調整力の評価方法のなかでもどのような課題をクリアし
て新たな評価方法とするのかについて追記があるとよいと思いました。ciniiで検索する

と国内研究でも自己調整力に着目した研究があるようなので、それを踏まえて新しさを
強調されるとよいと思います。

・評価方法の有効性について、評価方法の手続きだけではなく、評価項目、たとえば、
認知能力、非認知能力の関係性についてはどのような項目でみるのかなどを示してい
ただけるとイメージができて有効性が実感できるかなと思います。

・研究経費について上限の500万円だと経費を精査していないと勘違いされる可能性
があります。たとえば490万円など切りの悪い数字をだしておくと研究経費の整合性で
×が付く可能性は低くなると思います。



先行研究をふまえた研究上の課題の加筆

本研究では、非認知能力に関係する「自己調整力」に着目した評価方法を開発する。「自己

調整能力」は、自らの学習活動を振り返り、自己の思考の過程等を客観的に捉え、自己の学

習を適切なものに調整しようとする能力であり、認知能力と関連を持ちつつ成長するもので

ある（中教審報告2019年1月21日）。このことをふまえ本研究では、学習者自らが学習の成果と課題を

自覚し、次時の学習への見通しを持つことができているかを見とるための評価方法を開発す

る。これによって、教師は学習者の学習改善のための指導を充実させることができる。 

【Before】

【After】



具体的な評価項目について加筆

本研究では、開発した学習評価の方法の有効性を検証するために、子どもに与えた教育的

効果を分析することも射程に入れる。そのために、学習者による学習評価の結果をふまえて

行った授業者によるフィードバックの内容を明らかにすると共に、授業者のフィードバック

を子ども自身はどのように受けとめ、自己の学習改善にいかそうとしたのかという点につい

て定性的調査を通して明らかにする。また、開発した評価方法に基づいて学習評価を行った

クラスと行わなかったクラスを比較して、その効果を解明する。 

【Before】

【After】



研究費についての再検討



３．科研費獲得のためのポイントとは！？

〇「求められていること」に対して誠実且つ具体的に説明する

→わかりやすい文章、図の活用

〇学術的独自性や新規性がある研究課題を設定する

→取り組みたい研究と社会的トレンドとの関連

〇学内の様々な制度を活用する

→学内の制度の活用



【参考資料（研究目的、研究方法など）】



【参考資料（本研究の着想に至った経緯など）】



【参考資料（研究遂行能力・研究環境）】



ご清聴ありがとうございました！


	スライド 1: 科研費獲得までのプロセス ―申請書ブラッシュアップの事例検討―
	スライド 2: 発表内容
	スライド 3: １．科研費採択の現状
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: ３．科研費獲得のためのポイントとは！？
	スライド 14: 【参考資料（研究目的、研究方法など）】
	スライド 15: 【参考資料（本研究の着想に至った経緯など）】
	スライド 16: 【参考資料（研究遂行能力・研究環境）】
	スライド 17

